
地震、台風、火事などの

災害から暮らしを守るだ

けでなく、高い設計の自

由度を可能にした「ドリ

フトピン工法」。木造住

宅に求められる高い耐震

性、高い耐久性、高い設

計対応力を実現し、あら

たな木の可能性とその魅

力を引き出します。



ドリフトピン工法の家は、天然木を素材に

した集成材を使用しています。集成材は

天然木の持つ欠点を補いながら、天然木

以上の強度を実現しています。その集成

材を独自の金物でジョイントすることにより

強度を誇る住宅が生まれました。軸組工

法では、柱に穴やほぞと呼ばれる切れ目

を入れて組み上げますが、それは同時に

躯体の強度も損なわれる事になるのです。

この金物が柱や梁を強固に結合し、住ま

いをガッチリガードします。

木材の欠損を減らし、強度を高める木造建築を頑強に組み上げる上で最も重要なポイントは、

金具を施工する際に柱や梁の断面欠損を極力減らすことです。しかし在来軸組工法では、柱

と梁の仕口加工として、柱に2方向以上の彫り込み（断面欠損）が行われていました。その結果、

各部の強度が弱まり、木造建築の揺れへの脆さが露呈したのです。ドリフトピン金具を使用し

た場合、取り付け用ボルト穴（12mm）の加工だけで済むため、断面欠損を最小限に抑えること

が可能です。



従来、木造住宅の構造体は経

験を積んだ職人大工が１本１本

の柱や梁を目利きしながら接合

部をノミを使い、加工し、現地で

組み立てを行っていました。この

「刻み」という加工工程は、３０坪

の住宅で１０～１４日、その精度に

おいても加工する大工の技量に

依存するものでした。

ドリフトピン工法は安定した品質、

強度をを保つために、①材料精

度の高い集成材や金物の使用、

②一定の品質を確保するプレ

カット加工、③施工においては

指定の金物をピンで結合するだ

け、といった方法を取り、良質な

住宅を供給する進化した木造

住宅なのです。



住まいを長持ちさせるには、高

性能な材料を使う必要がありま

す。

アチーブホ－ムでは高性能な

集成材を使うことで、安定した品

質を確保することはもちろん、耐

久性の高い構造体を構成して

おり、より永くお住まいいただくこ

とに寄与しています。

木は自然素材です。その為一

本一本異なる性質を持っていま

す。また、内部を見通すことはで

きず、割れや腐れなどがあって

も部分的に取り除くことは困難で

す。

アチーブホ－ムが使う構造材は

欠点を発見しやすく、その部分

だけ取り除くことも容易です。

木の良いところだけを使って、

強度と品質を維持することがで

きます。

また、木は乾燥するほど強度が

増すという特徴を持ち、建材とし

て強度を安定させるには含水率

１５％以下にすることが重要です。

アチーブホ－ムの構造材なら確

実な強度を得る事が出来ます。





築後、1,300年を超え、木造建築で世界最長の耐久性を誇る名刹・法隆寺。法隆寺の存

在は、地震が多く高温多湿の日本で最も長持ちする建物は木造である。ということを歴

史的に実証しています。

木造のこの強さと耐久性を、最新の建築テクノロジーによりさらに高めたのがドリフトピン

工法です。

弊社ではお客様がいつまでも安心して笑顔でいられる家造りをめざしております。


